
感染症定期報告の報告状況（2009／3／1～2009／8／31）  資料No．4－2  

報告者  
適正  

lD  受理日  番号  
名   

一般名   生物由来成   原材料名  原産国  含有区分   
分名  

文   症    使用  出典   概要   

献   例    措置   

l  2009／3／6  80944  東菱薬  幼牛血液抽出物   幼牛血液抽  幼年血液  オーストラ  有効成分  有  無  無  異型クロイツ  PLoS   米国アラ／くマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋  

品工業  出物   抽出物  リア、  フェルト・ヤコブ  
ニューソー  病   2008：4：  

ランド  elOOO156   
と同一であり、ウシPmp遺伝子内で潜在的病  
原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告  
である。最近の疫学的試験によるとK211アレ  
ルは6062頭のウシで全く検出されず、E211K変  
異は極めて頻度が低い（2000例中1例未満）。   

2  2009／3／6  80945  東菱薬  
ヘモコアクラーゼ   ヘモコアク  ブフジル   

ロエ業  ラーゼ   

3  2009／3／9  80946  武田薬  
晶工業   ド   リア、  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  ニューソー  

ソイド  ランド   
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素   

4  2009／3／9  80947  武田薬  
晶工業   ランド、中  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  圃   
ソイド  
乾燥痘そうワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
コレラワクチン  
ジフテリアキソイド  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素   

5  2009／3／9  80948  武田薬  
晶工業   ランド、  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  オーストラ  
ン  リア   

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン   
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用
置
‖
 
 

適
便
措
‖
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生物由来成  
分名   

ウシ心臓透  
析外液  

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破   原材料名  ウシ心臓  
含有区分   

製造工程  

感染症（PT）   

傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

インフルエンザHAワクチン  80950  

80951  

東面秦  

最主筆  
武田薬  
品工業  

発育鶏卵   

ニワトリ胚細  
胞  

発育鶏卵   

ニワトリ胚  

日本   

日本  

製造工程   

製造工程  

2009／3／9  

2009／3／9   乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  

乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  

2009／3／9  

2009／3／9   

康宙秦  

晶工業   

窟由秦  

品工業  

アメリカ合  
衆国   

アメリカ合  
衆国、カナ  
ダ  

製造工程  

製造工程  

80g52  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  

沈降精製百日せきジフテリア破  

80953  

2009／3／9   衰由菱 品工業  ／くクトカジト  

ン  

ウシの乳  
80954  

傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

2009／3／9  

衰由秦 品工業  

ワクチン  ウシ血清  
ウシ血液  アメリカ合  

衆国、  
－・・・・ユ‾ン‾  

ランド、  
オーストラ  
リア  

製造工程  
80g55  

乾燥弱毒生風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン   

乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
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報告者   
名   

武田薬  

品工業   
生物由来成   分名  スキムミルク  

含有区分   

製造工程  

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

痘そうワクチン  

乾燥痘そうワクチン  
ワイル病秋やみ混合ワクチン   

乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

原材料名   

ウシの乳  

2009／3／9   

武田薬 品工業  

ウシ肝臓  ウシ肝臓  
80957  

2009／3／9  80958  

武田薬 品工業  
ウマ血清  

ウマ血液  製造工程  
＿ユ‾ン′‾’  

武由垂  

串：王ご貰  

武田薬  

皐壬葦  
日立化  

成工業   

日立化  

成工業  

森‾   

蕪■   

蕪‾  

森‘  

■‥   
蕪   

‾‾‾   
蕪   

‾■  
有  

…   
嵩   

ウシ皮膚   

ウサギ血清   

ウマ免疫グ  
ロブリン   

ウシ肉水  

ウシ皮膚   

ウサギ血液   

ウマ血清  

ウシ肉   

製造工程   

製造工程   

製造工程  

製造工程  

蕪‘‾   

蕪‖   

蕪‾‾  

蕪■■  

日本   

日本   

日本  
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便
措
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生物由来成   分名  ペプシン  
感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSolvay社の  
Creon（Pancrelipase徐放剤、NDA20－725）およ  
びその他の膵酵素製品（PEPs）がブタ由来であ  
ることから、ブタウイルスによるヒトへの感染リ  
スクについて検討した。今までにヒトにおける感  
染が発生したとのエビデンスはないが、全ての  
ブタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒト  
における感染のリスクをもたらす可能性がある  
とぅベルに記載すべきであると勧告した。   

ブタにおけるEbola－Restonウイルスの初めての検  
出：フィリピンにおいてブタからEbota－Restonウイ  

ルスが検出されたことを受けて、フィリピン政府  
がFAO、OIEおよびWHOに専門家の派遣を要  
請した。2007年およぴ2008年にNuevaEc払お  
よぴBulacanの農場においてブタの死亡が増加  
したことからフィリピン政府による調査が開始さ  
れ、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（RRRS）およ  
ぴEboIa－Restonウイルス感染が確認された。フィ  
リピンのサルにおいては感染が確認されてい  
る。   

受理日  

2009／3／9   

一般名   

ペパシズマブ（遺伝子組換え）  

原材料名   

ブタ胃組織  原産国   米国  製造工程  
含有区分  

Meeting of 
the Antiviral  
Dmgs  
Adviso†Y  

Commjttee  
2008年12月2  

日  

OIE Press  

Release  

23Dec2008  

：二  

製造工程  

製造工程  

ペパシズマフ（遺伝子組換え）  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

チャイニーズ  
ハムスター卵  

巣細胞  
ウシの肝臓  

チャイニー  

ズハムス  

ター卵巣  
不明  

オーストラ  

リア、  
・・・＿ユ‾ン■‾  

ランド  

2009／3／9  

2009／3／10  

車外盛  
薬   

阪大藤  
生物病  
研究会  

80964  

80965  ウシの肝臓  

インド、  

オーストラ  

リア、  
＿．ユ‾ソ‾  

ランド  

製造工程  
ビーフハート  

インフュー  

ジョン  
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報告者   
名   

阪大微  
生物病  
研究会  

概要  出典   感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

原産国  

オーストラ  

リア、  
ニューソー  

ランド  

一般名  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

製造工程  
米国、オー  

ストラリア、  
ニューソー  

ランド  

スキムミルク  
ウシの乳  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
沈降破傷風トキソイド  

製造工程  
ウシの乳  ポリペプトン  百日せきワクチン  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

インフルエンザワクチン  
インフルエンザHAワクチン  

沈降新型インフルエンザワクチ  
ン（H5Nl）  

発疹チフスワクチン   

＿．．ユーン‾ ランド  

製造工程  
日本  発育鶏卵  尿膜腔液  

阪大微  
生物病  
研究会   

阪大微  
生物病  

研究会  

2009／3／10  80970  

製造工程  
該当なし  

卵黄嚢  発育鶏卵  

（製造中止 品目）  
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報告者   
名   

日本ピー  
ン′‾ン●‾  

製造  

一般名   

精製ツベルクリン  

感染症くPT）   

鳥インフルエン  
ザ  

出典  

原産国  日本  
含有区分   

製造工程  

概要   

自然水レザバー中の超低濃度インフルエンザ  
ウイルスを検出する簡便法を開発した。ニワト  
リの全血から分離した赤血球細胞を用い、細  
胞表面のシアリルリセブタ一に対するウイルス  
結合と凝集による濃縮を行い、鶏卵胚で培養  
後ウイルスを検出した。検出感度と確率をPCR  
法と比較した。   

2006年2月から8月にHN51型インフルエンザウ  
イルスのアウトブレイクが起こったカンボジアの  
3つの村で土壌表面のスワップ、貯水池の水中  
植物、死亡した家禽等の環境調査を実施した。  
14世帯領域から採集した77サンプル中27サン  
プル（35％）がrRT－PCRによりH5Nl陽性であるこ  

とが確認され、家禽飼育場所の定期的な消毒  
の必要性が示唆された。   

ニワトリに実験的にH5Nlインフルエンザを感染  
させ、気管と種々の組織におけるウイルスの局  
在について解析した。と畜前の気管スワップの  
抗原検出試験は発症または死亡した感染ニワ  
トリを同定するには役立ったが、発症前の検出  
感度は低かった。  

80944に同じ  

J Virol 

Methods  
Vol．149．  

No．1，180－183  

2008  

鳥インフルエン ザ  Emerging  
lnfectious  
Diseases  
Vol．14，No．8．  

1303－  
1305．2008  

鳥インフルエン ザ  Avian  
Diseases．  
Vol．52．No．1．  

P40－44，2008  

PLoS  

精製ツベルクリン  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

2009／3／10  
80973  ウシの乳  添加物  

オランダ、  
ベルギー、  
ドイツ、ル  
クセンブル  
グ  

日本ピー ン蠣ソ‾‾ 製造   
乳糖  

Pathogens  

2008：4：  

elOOO156  

JtnfectDis  

2008；198：  

81－89  

末技種のシリアンハムスター（Shas）を、Sc237  
プリオンに経口的に感染させたShasと共に飼  
育するかまたはその排泄物に曝露させた。曝  
露した動物でのプリオン感染率は80－100％で、  
潜伏期間は140日以下であり、糞、おそらく美  
食を介した伝播が示唆された。Shaプリオンを  
過剰発現するトランスジェニツクマウスに脳内  
接種したところ、潜伏期間の無症候期を通して  
低レベルの感染性プリオンの排泄が続いてい  
た。  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

l  

一－1  

払≡誓訂箸 
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概要   

プロテアーゼ抵抗性プリオンタンパク（PrP－reS）  

の細胞内取り込みについて、、ユニークな抗体  
エピトープを標識結合することにより、取り込ま  
れたPrP－reSと細胞内在性のPrP－reSやプロテ  

アTゼ感受性PrP（PrP－Sen）とを区別することが  

可能になった。PrP－reSの取り込みはスルーピー  
の種類や細胞種によらず速やかであり、一部  
の細胞だけに見られ、PrP－reSの調整法と凝集  
サイズに依存することが明らかになった。  

典型的BSEプリオンと非典型的プリオン（H型・」  

型）の脳への伝播をMet129ヒトPrPトランスジェ  

ニツクマウスを用いて比較した。典型的BSEプ  
リオンとは異なり、L型非典型的プリオンは伝播  
のバリアーを示さず蓄積された。H型では伝播・  
感染しなかった。L型プリオンに関連する人獣  
共通感染症のリスクはMet129PrP対立遺伝子  
対をもつヒトにおいては、典型的なBSEよりもリ  
スクが高い可能性が示唆された。   

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

Virology  
Vol．379No．2  

284－293．  

2008  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

Emerging  

Infectious  

DLSeaSeS，  

Vol．14．  

No．12，1898－  

1901．2008  

有効成分   

製造工程  

ヘパリンナト  

リウム 血清  ブタ小腸粘 膜 ウサギ血液  
イタリア  80974  

80975  

シオノケ  

ミカル  

化学及  
血清療  
法研究  
所＿＿‖‖  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

ヘパリンナトリウム   

ウイル病治療血清  

2009／3／12  

2009／3／16  

ウシ乳  2009／3／16  沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン   

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  

カザミノ酸  80976  

製造工程  
スキムミルク  

米国  
2009／3／16  化学及  

血清療  
法研究  
所  

ウシ乳  80977  
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正
用
置
‖
 
 

適
任
措
‖
無
 
 

報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

生物由来成   分名  ポリペプトン  
一般名   

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  

原材料名   

ウシ乳  

感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ワイル病治療血清  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  

2009／3／16  

血清療  
法研究  
化学及   所  

肝臓  80979  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  

繭■  オーストラ リア  
製造工程  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

コレラワクチン  

コレラワクチン  

乾燥はぶウマ抗毒素  

化学及  

血清療  
婆嬰零  
化学及  

血清療  
法研究  

化学及  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

ハートイン  
フュージョン  

アガー  
ハートイン  
フュージョン  
ブイヨン  

はぶウマ抗  
毒素  

ウシ乳・心  

臓   

ウシ乳・心  

臓   

ウマ血液  

製造工程  

製造工程  

有効成分  

80981  

80982  

80983  日本  

血清療 法研究  
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症
例
…
無
 
 

生物由来成  
分名   

まむしウマ抗  
毒素   

血清  

報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

概要   感染症（PT）  出典  含有区分   

有効成分  

製造工程  

原産国  

日本  

一般名   

乾燥まむしウマ抗毒素  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド   

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病治療血清  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  

インフルエンザHAワクチン  
インフルエンザワクチン   

乾燥はぶウマ抗毒素  
乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ウイル病治療血清  

ワイル病治療血清  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド   

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

乾燥はぶウマ抗毒素  

乾燥まむしウマ抗毒素  

原材料名   

ウマ血液  

ウマ血液  

2009／3／16  

2009／3／16  蕪‥  蕪－  ＿      ヽナ ＿ユ‾ン‾  80985  

製造工程  

製造工程  

日本  

米国  

花車哀  

血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

ペプシン  発育鶏卵  

ニワトリ発  
育鶏卵   

ブタ胃  

2009／3／16  
80986  

蕪‾■  

蕪t‾  

蕪‾■  

蕪‾  

蕪●  

蕪‾  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

化学及  
血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

肝臓  

血液  

ハートエキス  

2009／3／16  

2009／3／16  クジラ心臓  
海洋生物  

80990  

蕪■‾  

蕪‥  

2009／3／16  

2009／3／16  

化学及  
血清療  
法研究  
化学及  
血清療  
法研究  

はぶ毒  

まむし毒  

ハブ毒素  

マムシ毒素  

日本  

日本  

原材料  

原材料  

80991  

80992  
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t
 
 

報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

生物由来成   分名  乳糖水和物  
一般名   

乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン  

乾燥日本脳炎ワクチン  
日本脳炎ワクチン   

乾燥抗破傷風人免疫グロブリン  

感染症（PT）  原材料名   

ウシ乳  

含有区分   

添加物  

製造工程  

80994  

80995  

2009／3／16  

2009／3／26  

正章哀  

血清療  
襲撃零  
化学及  

血清療  
法研究  
所  

脳  

抗破傷風人  

免疫グロブリ  
ン  

日本    米国  

製造工程  

有効成分  
ProMED－  リケッチア症  オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った  

調査でQ熟の症例報告数が急激に増加し、  
2008年7月21日付けで491症例が報告されてい  
る。怒染症管理センター長によると、実際の感  
染者数は報告された症例数の10倍であると思  
われる。2007年までは0熱はオランダではほと  
んど存在しなかった。  

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡  
させている原因不明のウイルスは、インド保健  
省の専門家らにより急性脳炎症候群と診断さ  
れた。同州の13の地区では、数週間におよそ  
800人の患者が発生し150人が死亡したと報告  
され、その数は増加すると見られている。血液  
検査で日本脳炎陽性となった患者は5％以下で  
あった。日本脳炎とエンテロウイルスとの混合  
怒染の可能性について調査中である。  

こ  

ウイルス性脳  
炎  

ProMED－  

maiは008082  

8．269了  

ウイルス感染  
インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中  
から、汎ウイルスマイクロアレイ法を用いて、初  
めてヒトカルディオウイルスを同定した。系統遺  
伝学的分析から、このウイルスはTheilerのネ  
ズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffoldウ  
イルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患  
者群498名から得た751例の糞便検体中6検体  
からカルディオウイルスが検出された。   

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルス  
による感染のアウトブレイクが同定された。9月  

12日から10月24日までに計5例が報告され、5  
例中4例が死亡し、1例は入院中である。死亡し  
た4例では発病から死亡まで9－12日間であっ  
た。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレ  
ナウイルスが原因であることが明らかとなっ  
た。現在のところ新たな疑い症例はない。   

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008：  

105：14124－  

14129  

ウイルス感染  ProMED－  

maiほ008102  

8．3409  

ー
ー
ー
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正
用
置
 
 

適
便
措
 
 

概要   

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12  
－21日に手術後の輸血を受け、敗血症および  
多臓器不全をきたした後、10月31日に発熱を  
伴う急性血小板減少症を発現し、11月3～5日  
の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプラ  
ズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人に  
A．phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で  
確認され、血液ドナーに感染源が確認された初  
の事例となった。   

感染症（PT）   

細菌感染  

出典  

CDC／MMWR  
2008：57：  

1145－‖48  

80996  インフリキシ  
マフ（遺伝子  

組換え）   

ウシ蛋白加  
水分解物   

インスリン  

有効成分  

インフリキシマフ（遺伝子組換 え）  

2009／3／16  フェリン  
グ・  

ファーマ   

フェリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  

フエリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  
フエリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  
日本メジ  
フイジック  
ス  

米国、カナ  
ダ  

米国  

米国、カナ  

ウシ牌臓、  

ウシ血液   

ウシ膵臓  

製造工程  

製造工程  

インフリキシマブ（遺伝子組換 え）  

2009／3／16  

2009／3／16  

インフリキシマフ（遺伝子組換 え）  

80998  

トラリア、  ダ、オース  ニューソー ランド  
ウシ血清ア  
ルブミン   

ウシ胎児血  
こ主 ′日   

ウシボブロテ  
ィン   

ウシアポトラ  
ンスフェリン   

マウス骨髄  
腫由来細胞   

テクネチウム  
大凝集人血  
清アルブミン  
（99mTc）  

ウシ血液  

ウシ血液  

ウシ血液  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

有効成分  

蕪■■  

蕪‥  

蕪‖  

蕪‾‾  

蕪‖  

蕪‾‾  

蕪‾  

蕪‾  

蕪一  

蕪一  

蕪‾  

蕪‾  

‖  
有  

‥  
有  

蕪…  

‾■  
有  

‾‾  
有  

‾‾  
有  

インフリキシマブ（遺伝子組換 え）  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／17  

米国  

米国、カナ  
インフリキシマフ（遺伝子組換  

え）   

インフリキシマブ（遺伝子組換  

え）  

81000  

81001  

ウシ血液  

マウス骨髄  

腫   

生物学的  

インフリキシマブ（遺伝子組換 え）  

81002  

インフリキシマフ（遺伝子組換  

え）   

放射性医薬品基準テクネチウ  
ム大凝集人血清アルブミン  
（99mTc）注射液  

81003  

日本  81004  

製剤基準  
人血清アル  
ブミン  
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用
置
‥
 
 

遣
使
措
‖
無
 
 
 

生物由来成  
分名   

日局 ヒト絨  
毛性性腺刺  
激ホルモン  

一般名   

日本薬局方 注射用ヒト絨毛性  

性腺刺激ホルモン  

原材料名  

ヒト（妊婦）  

尿   
原産国  中国  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

受理日   2009／3／18  

含有区分   

有効成分  

概要   

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36％、  
スクレイピーは43％と予想以上に高い輸血伝播  
率を示した。高い伝播率および臨床的に陽性  
のレシピエントにおける比較的短期間の一定し  
た潜畔期間は、血中の感染性力価が高いこと  
およびTSEが輸血により効率的に伝播すること  
を示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播  
を研究するために、ヒツジが有用なモデルであ  
ることが示された。   

80995に同じ  

8lood．  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日  

ウイルス感染  Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008：  

105：14124－  

14129  
日本医真菌  

健常者（63歳男性）の爪真菌症から  
Arthrographiskalraeを分離，同定した。土壌や  
堆肥との接触を介しての感染が疑われた。イト  
ラコナゾールの内服とミコナゾールの外用で治  
療を開始したが、心臓頻拍出現のため、外用と  
削爪のみで経過をみたところ、約6ケ月で略治  
した。日本での分離は本症例が初めてである。  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3  
例はアレナウイルス科のウイルスが原因あるこ  
とが、NICDおよびCDCで行われた検査の結果  
明らかとなった。詳細な分析が継続されてい  
る。一方、南アフリカでは患者と密接に接触し  
た看護師が感染し、入院中である。  

実験的にプリオンを感染させ、有病期にあるハ  
ムスターの約80％の尿中に異常プリオン  
（PrPSc）が検出された。対照群での偽陽性は  
観察されなかった。また尿中PrPSc値は血中の  
約10分の1と推定された。尿中PrPScは感染性  
を維持しており、尿はプリオン伝播の原因とな  
りうることが示唆された。  

2007年11月22日、急性呼吸器症状を呈した東  
南アジアからの帰国者（38歳男性）が高病原性  
鳥インフルエンザの要観察例と判断され、イン  
フルエンザH5Nlの検査が依頼された。検査の  
結果、インフルエンザH5Nlの感染は否定され、  
オルソレオウイルスが分離された。これまで本  
ウイルスに日本人が感染した報告はなく、国内  
への侵入も初めてと考えられた。   

学会雑誌  
2008：49：92  

第52回 日本  
医真菌学会  
総会 2008  
年9月10－11  

日  
ウイルス感染  

2008年10月  

WHO／EPR  13日  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Letters2008：  

582：3161－  FEBS   3166  

ウイルス感染  IASR2008；  

29：310－312  
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用
置
 
 

適
使
措
 
 

感染症（PT）   

細菌感染  

概要   

中国安徽省でヒト顆粒球性アナプラズマ症  
（HGA）と症状が一致する患者は、2006年10月  
30日に発症し、11月5日に死亡した。確定診断  
はされなかったが、発症する12日前にダニに刺  
されていた。11月9－11日に、この患者の血液お  
よび呼吸器分泌物との直接接触によると疑わ  
れる症例9例が報告され、HGAと確定診断され  
た。中国におけるHGA症例の初めての報告で  
ある。   

2007年11月、出血熱の複数症例がウガンダ西  
部のブンデイブギョ地方で報告され、新たに発  
見されたエボラウイルス種（ブンデイブギョエボ  

ラウイルス）によるエボラ出血熱であることが確  
認された。   

90100に同じ  

エボラ出血  PLoS  

Pathogens  

2008ニ4：  

elOOO212  

Eurek  

Alert（Novem  

ber24，2008）  

November  

ハンセン病、ら い腫型  

24．2008  日本感染症  

学会西日本  
地方会学術  
集会 第78回  
2008年12月5  
－6日 063  

本邦で初のEnterococcushirae感染例の臨床  
報告。化膿性胆管炎疑い患者の血液培養より  分離。  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムス  
ター22匹の尿にTSE感染性があることが示され  
た。これらの動物の腎臓と膀胱のホモジネート  
は20000倍以上希釈してもTS［感染性があっ  
た。組織学的、免疫組織化学的分析では、腎  
臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以  
外、炎症や病変は見られなかった。尿中のTSE  
感染性が、自然のTSEの水平感染に何らかの  
役割を果たす可能性がある。   

81005に同じ   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Emerg lnfect 
Dis2008：14：  

1406－1412  

2009／3／18  
81006  

持田製 薬  下垂体性牲腺刺激ホルモン  下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン（hMG）  

ヒト（閉経期  

婦人）尿  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

中国  
有効成分  

Blood，  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日  
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報告者   
名   

持田製  
薬  

持田製  

薬  

症
例
…
無
 
 

生物由来成  
分名   

日馬 ヘパリ  
ンナトリウム  

トロンビン  

感染症（PT）   

エボラ出血  

出典  

Reuters  
（Janu引γ23．  

2009）   

Blood，  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日   

PLoS  
Pathogens  
2008：4－  

elOOO156   

Blood，  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日   

PLoS  
Pathogens  
2008：4：  

elOOO156  

概要  一般名   

日本薬局方 ヘパリンナトリウ  
ム注射液  

トロンビン  

原材料名   

ブタ腸粘膜  

含有区分   

有効成分  90299に同じ   

81005に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  

ウシ血液  

80944に同じ  

81005に同じ  トロンビン  

持田製 薬  
トロンポプラ  

ステン  

ウシ肺  
製造工程  ＿ユ‾ン‾  

フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

80944に同じ  

2009／3／18  

2009／3／19  

2009／3／19  

81010  

81011  

81012  

持田製  

薬  

ファイ  
ザー   

ベネシス  

インターフェロン ベータ  

ダルテパリンナトリウム  

人血清アルブミン  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人ハブトゲロブリン  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  

人血清アルブミン  
乾燥濃縮人血液凝周儲Ⅷ因子  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  

ヒト綬維芽  

細胞  
ブタの腸  

ブタ小腸粘  

膜  

日本  

中国  

中園  

有効成分  

有効成分  

製造工程  

インターフェ  
ロン ベータ  

ダルテパリン  
ナトリウム  

ヘパリン  フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認され、  
2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1  
名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタから  
ヒトヘの感染を示す初の報告。   

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をア  
ルブミンおよび免疫グロブリンの各種製造工程  
（低温エタノール分画、陽イオン交換クロマトグ  

ラフィー、低温殺菌、S／D処理およびウイルスろ  
過）前の検体に加え、各工程での同ウイルスの  
クリアランスをVeroE6細胞培養における  
TCID50アツセイおよびRT－PCRで5Btl定した。そ  
の結果、全てのエ程が不活化・除去に有効で  
あることが示された。   

エボラ出血  
（December  
23．2009）  0Ⅰ［  

2009／3／19  
81013  ベネシス  

デング熱  人血清アル  
ブミン  

人血液  
日本  

有効成分 添加物  
宥■‾   蕪‾  Transfusion  

2008．48：  

1342－1347  
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正
用
荘
 
 

適
使
措
 
 

感染症（PT）   

デング熱  

出典  概要   

2005年9月20日～12月4日のプエルトルコの米  
国赤十字におけるすべての供血16521検体中  
のデングウイルス（DENV）RNAを  
TMA（transcription－mediatedamplification）法で  
測定したところ、12検体（0．07％）がTMA陽性で  

あった。4検体は、RT－PCR（DENVセロタイプ2  
およぴ3）陽性であった。RT－PCR陽性4検体中  
3検体でウイルスを培養することができた。TMA  
陽性12検体中1検体がIgM陽性であった。1：16  
に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった  

2005年から2007年に、テクングニヤウィルス  
（CHIKV）はレユニオン島で大流行し、供血は  
2006年1月に中断された。大流行中のウイルス  
血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり  
132と推定された。2006年2月の最流行時にお  
けるリスクは、10万供血あたり1500と最高で  
あった。この期間中、757000人の住民のうち推  
定312500人が感染した。2006年1月から5月の  
平均推定リスク（0．7％）は、CHZKVNAT検査によ  
る血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダーで  

あった。  

2005年の中国の4都市（Beuing、UmluChi、  
KunmingおよぴGuangzhou）における供血検体  
のHEV感染率を調べた。その結果、ルーチン検  
査（抗日CV、抗HIVl／2、HBsAg、梅毒および  
ALT）陰性供血者の約1％は抗HEVIgMまたは  
HEVAg陽性で、HEV感染の可能性があった。  
また、ALTスケノーニングは中国のHEV感染血  
排除に役立つ可能性があった。   

1990年から2007年の中国における考王犬病発生  
傾向を調べた研究によると、最近8年間でヒト狂  
犬病症例数が急激に増加したことが明らかと  
なった。ヒト狂犬病は1990年から1996年の間は  
全国的な狂犬病ワクチン接種プログラムにより  
抑制され、わずか159症例が報告されただけで  
あるが、2006年は3279症例と激増した。   

81005に同じ   

Transfusion  

2008：48：  

1348－1354  

テクングニヤウ イルス感染  
Transfusion  

2008；48：  

1333－1341  

Vox  
Sanguinis  
2008：  
95（Suppl．1）：  

282－283  

ProMED－  

maiは008082  

6．2660  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Emerg lnfect 
Dis2008；14：  

1406－1412  
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概要   

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツ  
ジにおける研究によると、輸血によるBSE伝播  
のリスクは驚くほど高い。エジンバラ大学で行  
われた9年間の研究は、BSEまたはスクレイ  
ピーに感染したヒツジからの輸血による疾病伝  
播率を比較した。その結果、8SEおよびスクレ  
イピーとも輸血によリヒツジに効率よく伝播され  
た。症状を呈する前のドナーから採取された血  
液によっても伝播することが示された。   

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み  
異常が起こったハムスターPrPCは、野生型ハ  
ムスターに対して感染性を起こす新規なプリオ  
ンを生成した。同様の結果は、反対方向でも得  
られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産生プ  
リオンの順応が起こる。このプロセスは、invivo  
での連続継代に観察される株の安定化を暗示  
させる。種の壁と株の生成がPrP折り畳み異常  
の伝播によって決定されることが示唆される。   

80995に同じ  

出典  

AmerlCan  
Society of 
Hematology／  
Press  
Releases  
2008年8月28  

日  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Cel12008：  

134二757－768  

ウイルス感染  Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008こ  

105：14124－  

14129  

PLoS ON∈  

2008：3：  

e3017  

非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイ91）  
アの乳牛の脳ホモジネートをカニクイザルに脳  
内接種した。BAS∈接種サルは生存期間が短  
く、古典的8SEまたはvCJD接種サルとは異な  
る臨床的展開、組織変化、PrPresパターンを示  
した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrP  
が異常なウエスタンプロットを示す4例のうち3  
例のPrPresに同じ生化学的特徴を認めた。  
BASEの霊長類における高い病原性および見  
かけ上孤発性CJDである症例との関連の可能  
性が示唆された。   

81005に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

ウイルス感染  WHO／EPR  

2008年10月  

13日   

Transfusion  

2008；48：  

1342－1347  

81013に同じ   
デング熱  

有効成分  ベネシス  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  人血液  
日本   2009／3／19  

81014  

血液凝固第  
Ⅷ因子  
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用
置
 
 

適
任
措
 
 

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  概要  

81005に同じ  
2008年10月  

WHO／EPR  13日  

2009／3／19  斎ご三  
共  

精製下垂体  

性性腺刺激  
ホルモン  

中国衛生部は、中国において新たに鳥インフ  
ルエンザ感染例1例（2008年12月24日発症、  
2009年1月5日死亡）を報告した。   

WHOに報告された鳥インフルエンザ（H5Nl）ヒト  
確定症例数。2003～2009年の症例数及び死  
亡数。2008年はバングラデッシュで症例1例、  
カンボジアで症例1例、中国で症例4例（死亡4  
例）、エジプトで症例8例（死亡4例）、インドネシ  

アで症例24例（死亡20例）、ベトナムで症例6例  
（死亡5例）。   

中国における鳥インフルエンザ感染情報。2009  
年1月の感染例は、Hunan省の16歳男性（1月  
20日死亡）、Shandong省の27歳女性（1月17日  
死亡）、Be蜘ng省の19歳女性（1月5日死亡）。  

90137に同じ  

中国  
有効成分  

鳥インフルエン ザ  人尿   8101（∋  

2009年1月7  

WHO／EPR  日  

鳥インフルエン ザ  
2009年1月22  
WHO／EPR  日  

鳥インフルエン ザ  ProMED－  

maiほ009012  

1－0263  

細菌感染  ProMED－  

mai12008122  

9－4095  

香港のTaiPoHospitalの男性精神科病棟で患  
者15例がStreptococcuspyogenes（A郡β溶血  
性連鎖球菌）検査に陽性であった。  

中国における結核菌の薬剤耐性率は世界平  
均の約2倍であった。多くの患者が副作用やコ  
ンプライアンスの悪さによって治療を中断して  
いることが問題である。  

中国において、2008年5月から2009年1月10日  
の間にアンゴラから帰国した労働者において14  
例のマラリア症例が確認された。  

レンサ球菌感  
染  

結核  

ProMEDmai12  

008123ト・  

4135  

ProMED－  

mai】2009011  

4－0151  

ProMED－  

mai120090＝  

4－0156  

Shandong省Yantai市で狂犬病患者が増加して  
いるとの報告。  

2008年11月17日、カナダにおいて新たにBSE  
感染牛が1例確認された。これはカナダにおけ  
る15例日である。BritishColumbiaの農場。  

米国インディアナ州南東部の牛の群において  
ウシ結核が1例確認され調査中である。   

ProMED－  

mai120090111 

4－0157  

精製下垂体性性腺刺激ホルモ  
ン  

2009／3／19  81017  英国及び  
ポルトガル  
を除く   

添加物  
ProMED－  

maiは008111  

9－3648  
ProMED－  

mai12008120  

5－3826  
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